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研究成果の概要（和文）：本研究ではアーツマネジメントを貧困や困難に苦しむ社会的弱者の現

場において活用し、社会包摂の一環に組み入れることによって、文化による社会の再構築を行

うという、アーツマネジメントの新しい意味と作用を見出し、その実践的研究に取り組もうと

するものである。東日本大震災の津波被害後のコミュニティ再生の過程と芸術、とりわけ現代

アート、民俗芸能とコミュニティの関わりについて重点的に調査を行い、本研究課題の重要性

を再確認した。 
 

研究成果の概要（英文）：This study attempted to discover a new meaning and effect of art 
management to restructure a society through culture using art management in the position of 
socially disadvantaged people who suffered from poverty and difficulties and incorporating it 
as part of the society and to work on practical studies of such new meaning and effect.  
Aftermath the tsunami disaster of the Great Tohoku Earthquake, the function of contemporary 
arts and traditional performing arts for regeneration of communities were mainly investigated, 
and the importance of this research topic was recognized. 
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１．研究開始当初の背景 

 グローバル化が進むなかで、新自由主義的

な構造改革によって福祉政策が後退し、障害

者や野宿者、高齢者など「社会的弱者」の生

活困窮が増大するという社会格差が広がっ

ている。我が国では、ホームレス、ニートな

どという形で顕在化している。このコミュニ

ティの危機とでもいうべき事態の克服は喫

緊の政策的課題であるが、本研究では、芸術

の創造的な作用を通してコミュニティを再
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生し、社会的に排除されている人々の自立を

支援し、社会包摂を実現する社会のあり方を

多角的に検討しようとした。社会的弱者に光

をあて、そこに芸術という媒介項を投入して

コミュニティを駆動するというのは突飛な

手法に見えるが、現代の社会的問題を突破す

るための有力な戦略であることが徐々に認

知されてきている。 

 本研究についての先行研究は非常に少な

い。アートマネジメント研究では、Nina 

Freedlander Gibans の “The Community 

Arts Council Movement”（1982）などを先

駆けとするが、早くても 1980 年代が学術的

考察の起点である。日本では 90 年代後半に

ようやく、小林進『コミュニティ・アートマ

ネジメント』（1998）、伊藤裕夫他（編）『ア

ーツマネジメント入門』（2001）、林容子『ア

ートマネジメント』（2004）らが見られ始め

たが、本研究で対象とするような、障害者な

どの社会的弱者と芸術の関係を論じる議論

は、コミュニティアートのマネジメント研究

のなかでは極めて乏しい。 

 本研究は、グローバル化の弊害を直視しよ

うとする社会的包摂論との関係も視野に入

れている。中根光敏（編）『社会的排除のソ

シオロジ』（2002）、バラ＋ラペール共著『グ

ローバル化と社会的排除 − 貧困と社会問題

への新しいアプローチ』（2005）、アマルティ

ア・セン『不平等の再検討』（2005）、福原宏

幸「日本における自立支援と社会的包摂」『経

済学雑誌 106（2）』所収（2006）などがこの

分野の標準的学術書として挙げられるが、芸

術文化との連繋という視点はいずれも希薄

である。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、弱体化した地域コミュニティの

賦活や再生に、芸術、特に現代芸術がどれほ

ど資することができるのか、ということを考

察するのが目的である。そこでは、従来のコ

ミュニティ再生論にはない新たな視点、他方

では、社会と遊離しがちであるといわれる現

代芸術の新たな存在意味、この２点が同時に

問われ、明らかとなる。具体的には、近年、

活動が顕著となってきた社会包摂系（social 

inclusive）の芸術活動に焦点をあてて調査、

研究を行う。野宿者、重篤な入院患者と家族、

高齢者と介護者、新移民などのエスニック・

マイノリティ、（地震などの）激甚な被災者、

障害者などといった社会的弱者に現代芸術

家がかかわり、人々を排除から包摂へと導き

ながら、コミュニティもまたそれに応じて変

化し、新たなコミュニティへと生まれ変わっ

てゆく過程を研究するものである。 

 「コミュニティ創出」「アーツマネジメン

ト」「公共性」「社会的包摂」「マイノリティ」

などが主なキーワードである。 

 

３．研究の方法 

 本研究は実践研究であり、担当者４名がそ

れぞれ地域社会での「現場」をもっていると

ころに大きな特徴、利点がある。実践と理論

の往還をスムースに行い、学としての基盤を

速やかに立ち上げることを本研究の特性と

して考え、知識や経験を共有できる速度と、

実践における協働の可能性の高さを求めて、

現場が相互に近い４名でもって本研究チー

ムとした。それぞれの役掌は以下の通りであ

る。 

（１）中川眞【統括（代表者）、海外ネット

ワーキング】：大阪市立大学内の都市研究プ

ラザをベースに、バンコク（タイ）、ジョク

ジャカルタ（インドネシア）など東南アジア

を視野に入れた活動。アート＆アクセス研究

会、災害下の文化復興支援組織を主宰し、社

会実践を行う傍ら、シンポジウム等の公的発



 

 

信を頻繁に行う。またアートミーツケア学会

の副会長としてアートとケアの交差領域に

取り組む。 

（２）山口悦子【実践統括】：大阪市立大学

大学院医学研究科の講師として治療に取り

組むほか、療養環境の改善のために、1999 年

より附属病院にて芸術家によるワークショ

ップを開催。院内チームとともに外部の芸術

系 NPO が協働し、添え物程度であった芸術

活動を大胆に導入することにより、患者、家

族、医師、看護師の病院環境を激変させる実

践研究を行う。 

（３）増田聡【研究会、発信】：大阪市立大

学が市内の発信拠点として開設した船場ア

ートカフェのディレクターとして、コミュニ

ティに芸術活動を投入する活性化プロジェ

クトを精力的に実施。特に、コミュニティ・

コラボラティブ・アート（コミュニティと協

働するアート）プロジェクト、タウンマネジ

メントとしての船場建築祭は、本研究におけ

る、アートによるコミュニティの賦活と深い

関係にある。ビジネス的な観点から、弱者の

就労支援の一助にする発想、取り組みが必要

で、その際には増田の芸術産業論、知財研究

が重要な役割を果たしている。 

（４）諏訪晃一【ステークホールダー・ネッ

トワーキング】：大阪大学大学院人間科学研

究科で教鞭ととる傍ら、（特非）市民活動セ

ンター神戸の理事として、ボランティア活動

をはじめとする市民活動をコミュニティに

定着させるための方策を検討、実践。芸術家

のもつコミュニケーションの技術、デザイン

力を NPO 活動に活かすプロジェクト「都市

におけるアート・デザインを媒介とした NPO 

と市民の間のコミュニケーション回路の開

発」実践のさらなる展開をもくろむ。 

 研究計画としては、①月例で行われる研究

会、②各現場（国内・海外）における実践、

③本研究のテーマに関連する現場に赴くフ

ィールドワーク（海外を含む）、④シンポジ

ウム等の開催、⑤政策への提言、⑥研究成果

の出版、を活動の軸に据えた。 

 

４．研究成果 

 本研究は実践研究であり、社会的包摂の現

場に赴き、そこでの芸術の役割、意義等を考

察して芸術の新たな活動の場を提言、確保す

ることを目的としている。平成２１〜２２年

度は当初の計画通り進行し、平成２３年度に

は研究の集大成を編む予定であったが、平成

２３年３月１１日に東日本大震災が起こっ

たため、予定を若干変更して、津波被害後の

コミュニティ再生あるいは再創出の過程と

芸術、とりわけ現代アート、民俗芸能とコミ

ュニティの関わりについて重点的に調査を

行い、本研究課題の重要性を再確認するとと

もに、更なる課題の発見に務めた。 

 研究成果としては、野宿者、重篤な入院患

者と家族、高齢者と介護者、新移民などのエ

スニック・マイノリティ、（地震などの）激

甚な被災者、障害者などといった社会的弱者

が生活する被排除傾向の場において、包摂・

融合への強烈なベクトルを生み出すアート

の力を明らかにすることができた。またその

過程で、アーティストが新たな場と出会うこ

とによって、これまでにない芸術表現を生み

出すことができるのも確認できた。そういう

点において、芸術にとっても社会的包摂の現

場にとっても有意味な研究成果を挙げるこ

とができた。また、自然災害を含め、様々な

社会問題を抱えるアジア諸国にも本研究は

適用可能であり、そこから実効性の高いアジ

ア型のアーツマネジメント論が生まれ可能

性を示唆できた。研究代表者は、そういった

観点から、アジア諸国とりわけ東南アジアの

研究機関とのネットワーク構築にも注力し、



 

 

本成果がアジア諸国で共有され、次の研究ス

テップへと繋がっていく段階へ移行してい

ることが確認された。以下、各成果を項目に

分けて記述する。 

（１）実践研究の諸相（アートによるコミュ

ニティ創出の社会実験） 

①船場アートカフェ（研究代表者がプロデュ

ーサー）：歴史的都心である船場の空間資源

と文化資源の共化を目的とした「まちのコモ

ンズ（船場博覧会）」を毎年開催した。年を

経るごとに地元コミュニティのメンバーの

参加（企画・運営）が増加していった。イベ

ント開催という目標を具体的に設定するこ

とで、地域資源活用手法の具体的な開発を促

し、都心コミュニティの再構築へとつながる

エリアマネジメントのプラットフォームと

なることが確認された。この社会実験の実践

を通して、行政の都市空間政策や、中之島・

船場におけるまちづくりにおいて、都市再生

研究のシンクタンクとしての大阪市立大学

のプレゼンスを確固たるものとするに至っ

た。最終年度に論文集として船場アートカフ

ェ編『船場アートカフェ２』（URP GCOE 

DOCUMENT 13，大阪市立大学都市研究プラ

ザ・水曜社，2012）を刊行した。 

②市大病院プロジェクト：ハナムラチカヒロ

の『霧はれて光きたる春』というインスタレ

ーションを 2010 年３月に５日間にわたって

大阪市立大学医学部付属病院で実施した。18

階建ての中央病棟の吹き抜け部分に照明と

シャボン玉、音楽による 30 分の作品提示が

なされ、患者、その家族、医師、看護師、医

療事務員、見舞客などが窓ガラス越しに鑑賞

した。アート活動がもたらす病院側のメリッ

トは、〈病院共同体〉の構成員が恊働的な芸

術活動への参加を通して、組織横断的で柔軟

な人間関係を獲得する可能性がある点にあ

る。一般に病院はセクショナリズムが強く、

部署間のコンフリクトが日常的に発生する

が、そこにアートという協同で取り組む活動

を持ってくることによって、相互のコミュニ

ケーションが活性化し、病院＝コミュニティ

の組織内の風通しがよくなることが観察さ

れた。 

③創造音楽祭：2006 年のジャワ島中部大震

災からのポスト文化復興のプログラムとし

て、ジョグジャカルタで 2009 年から始めた。

被災地の小学校にて教科書等に縛られない

自由な発想による音楽＝創造音楽をつくり、

それを発表するイベントである。このプログ

ラムの目的は新しい音楽表現ができるよう

になることではなく、将来、子どもたちが何

か困難にぶつかったときに、このワークショ

ップで得た「創造的に解決する術」で乗り越

えてほしいという点に主眼がおかれている。 

（２）シンポジウム、学術会議等 

①アジア・アーツマネジメント会議：2006

年に第１回が開催されたもので、2009 年に

第４回（大阪）、2010 年に第５回（バンコク）、

2011 年に第６回（ジョグジャカルタ）で行っ

た。アーツマネジメントの研究者と実務家に

よる討論で、中産階級を前提とする欧米型で

はなく、貧困層に焦点をあてたアジア型アー

ツマネジメントの構築が急務であるという

共通認識に至った。 

②アート＆アクセス「社会的包摂と舞台表

現」：2011 年３月に大阪にて開催。ボローニ

ャから元ホームレスによる劇団「フラテルナ

ル」を招聘し、大阪市西成区釜ヶ崎地区の元

ホームレスとの共同作品を発表。パフォーミ

ングアーツと社会的包摂との間の親和性の

高さを実証。 

③国際シンポジウム「災害後社会とアートに

よる地域マネジメント」：2011 年の東日本大

震災を受けて、コミュニティを再構築するに

あたってアートが果たし得る役割を、地域マ



 

 

ネジメントという観点から議論した。国内の

他、韓国、タイ、インドネシアから専門家が

来日し、討論に参加した。 

（３）理論的成果 

①アクセシビリティと公共性：アートは公共

的空間を広げるときの強力な助けとなる。そ

れは貧困という問題を直接的に解決するこ

とにはならないかもしれないが、排除されが

ちな人々のためのセーフティネットの形成

に役立つだろう。公共性の拡大はデモクラテ

ィックな社会をつくることに繋がる。 

②アジア型アーツマネジメント：コミュニテ

ィに根ざした芸能や工芸の手法のなかから、

マネジメントの方法を抽出する。特別な才能

をもつ個人ではなく、複数あるいは多数の

人々が共同で作品（製品）を生み出す手法。

社会の構造は基本的に機能分化しておらず

多重的である。その特質の上に成立するのが

アジア型アーツマネジメントである。 
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